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（続紙 ２ ）                            






1) 核融合プラズマにおける RTM は、Rutherford 領域で緩やかに成長した後、しばし
ば突発的な磁気リコネクションを駆動し、そのとき電流分布は X 型の点状構造か
ら Y 型のシート状構造へ移行することが知られている。本研究では、その物理機






よる磁場構造の変形に伴う 2 次的不安定性と位置付けられる。 
2) 上記 1)の 2 次的不安定性によって駆動される急速な磁気リコネクションの特性を
幅広い抵抗率 と粘性率  の値に対して調べた。その結果、この 2 次的不安定性
は ~1rP (但し rP   は磁気プラントル数）を境にその特性を変化させることを見
出した。具体的には、2 次的不安定性がトリガーされる磁気島の臨界幅 cw の粘性
率依存性を調べ、粘性率 の増加に対して臨界幅 cw は 1rP  では減少するのに対し
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